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カメルーン、ガルアの都市形成過程覚書

小林未央子

1 はじめに

アフリカでは、ヨーロッパによる植民地化がなされる前から、多くの主国が存

在してきた。特にサハラ以南の黒人アフリカには、そのような王国が、住民人II 

との比率でいえば世界のほかの地域と比べてきわめて高い常度で存在した ［）11 ITJ 

1999］。

この一つに、フノレベ・イスラーム王国群（I）がある。この£国m：には1804年以降、

ウスマン ・ダン・フォディオに率いら

れた牧畜民フルベ族を中心とするムス

リム集｜習が行なったジハー ド（Fulani

Jihad 〔英］）によって成立したもの

がある。

このフルベ・イスラーム王国の一つ

にガノレア Garouaがある（｜玄ll参照）。

ガノレアはジハードに参加したフルベ族

のうち、ウォラ ーべWolarbeクラン

によって建設された王国であるO ガル

アはその後、20世紀初頭にはカメルー

ン北部の植民地統治の中心都市となり、

カメルーンの独立後は、北部州（2）の州

都となった。すなわち、一貫して北カ

メルーンの中心都市として位置してき

fこ。

。 筑刈m
』ーーー田4・ーー＿＿，

図 1 カメルーン共和国図
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ガルアは、このように時代の変遷とともに、王因坊航民地統治中心部市＝州、｜都

と変化してきた歴史を持つ。その中で、植民地統治中心都市の過程において、北

カメルーンに所復するガルア以外の±.国の王、ラミド laamido<3＞や地J或の大首長

たちは、植民地政府と接触するための出張所として、主（ラミド）の展敷（王宮）

をガルアに作った。その後、この王宮を中心に街区が形成され現在に至っている。

街区の名前には、各王国 ・地域名に「－re」をつけるのが慣例である。

カルチエ・ライレquartierRey-reもその一つで、これはレイ ・ブーパRey-Bouba

王国出身者街区（集住地区〉の意である。カルチエ・ライレにあるレイ・ブーパ

王国第1王子宅において、筆者はこれまで住み込み、「王族女性の都市生活」、「王

族女性の妊娠・出産」に関して調査を行なったヘこの中でカルチエ ・ライレの

形成過程の聞き取りも合わせて行なった。

本論は、ガルアに関する筆者の現地調査およびエルドリッジ・モハンマド

Eldridge Mohammadoによる口頭伝承等資料をもとに、現在のガルアがどのよ

うに形成されてきたかについて、ジハード、植民地化、そして現在のガルアのJI聞

に、ヨミに住店区に関して形成過程の整理を試み報告するものである。

2 アフリカにおける都市の形成過程による分類

( 1 ) サウゾールの分類

ガルアを含めたアフリカの諸都市は、サウゾーノレSouthallA.W.の分類によっ

て、 AタイプとBタイプに類型化される［Southall1961］。 Aタイプはアフリカ

社会の自生的発展によって形成され発達した伝統都市であり、Bタイ プは19世紀

以後のアフリカ大陸の植民地化以後に成立し発達した植民地都市である。

こうしたAタイプの都市には、東アフリカ沿岸部で発達したスワヒリ都市、サ

ハラ砂漠を縦断する広域交易の中で発達したサハラ交易都市、王国の成立 ・発展

によって王都として発達したハウサやヨルパの伝統的王国都市などがある。

実際には、アフリカの都市では、この両タイプが旧市街と新市街という形で接

合している場合が多く見られる。 Aタイプの都市の多くは、植民地時代に植民地

行政の中心都市としての機能が付加され、多くがAタイプの旧市街に、 Bタイプ
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の新市街が併設されるかたちで発達した例が多い［卜i野 1983〕。

(2) 日野の分類

伝統的壬国都市に関しては、さ らに 2つの類型が考えられる［1::1野 1992］。 一

つは非イスラーム型、もう一つはイスラーム型である。非イスラーム出は、もと

もと非ムスリムの王によって成立したものをさす。その後イスラーム都市文化の

影響はあったにしても、あるいはのちにその王がムスリムに改宗したとしても、

この場合JI；・イスラーム仰と分類する。ーん＼イスラーム型は特に19llt紀初期から

展開したムスリムによるジハードによって成立したものをさす。

(3) 嶋田の分類

イスラーム都市をその性絡によってさらに類型化したものに嶋田の分類がある

［嶋田 1988,1997' 2001〕。嶋田は、サハラ以南、西アフリカのイスラーム都市形

成を 4つに分類している。サハラ縁の交易イスラーム都市（Wa~~）、海潤サヴァ

ンナ交易都市（Wb型〉の交易型2類却と、土着政治権力と融合した」元的政治

イスラーム都市 ex型）、フルベ族のジハードによって成立した一元的政治イス

ラーム都市 CY型）であるo

(4) ガルアの都市形成

以上の分類を参照することで、ガルアの都市形成、都市の性格を特徴付けるこ

とが可能である。フルベ族のジハードによって成立したフルベ・イスラーム王国

を原型とするガルアは、サウゾールの分類によれば、 Aタイプのアフリカ社会の

自生的発展によって形成され発達した伝統都市、に分類されよう。しかし、ガル

アも、アフリカの伝統都市と同様、植民地化以前からの伝統都市の部分に植民地

行政の中心都市としての機能が付加され、それが旧市街と新市街という形で接合

し発展しているという特徴が見られる。

さらに日野の分類を参考にすれば、ガルアは、伝統的王国都市のなかでも、 19

世紀初期から展開したム スリムによるジハードによって成立したものをさす「イ

スラーム型」であり、気候、成立状態に注目 した嶋田の分類を参考にすれば、イ
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スラ ーム原理に則して成立したイスラ ーム国家の王都、フルベ ・イスラーム王国

群の王都であり、Y型に分類される。

このように、これまでの分類にしたがって、ガルアという都市の生活 ・特徴を

示すことが可能であるが、次章では、ガルアの都市形成過程にとって歴史的に非

常に重要な、フルベ ・イスラームのジハード、植民地化を取り上げ整理する。

3 ガルアの都市形成過程

( 1 ) フルベ・イスラームのジハー ド以前

フルベ族のジハード以前の力、、ルアには、 Ni-Dara(Tingling), Toumri, Sonayo, 

Goungou, Senri, Deuri, Fali等のグループが生活しており、その中でも主だっ

たのはFaliであった［Bassoroet Mohammadou 1980］。彼らのムラはガルア

でも高地部にあったが、耕作は低地で、漁携はベヌエ川支流で、狩猟は疎林部で

行ない、こぶなし牛の飼育も行なっていた［Bassoroet Mohammadou 1980］。

(2) フルベ ・イスラームのジハード以後

ガルアの実際の歴史として、ガルアで現在諮られるのは、この地域にフ ルベ族

が到着した後のことである。ガルアに至ったフルベ族は、ウォラーベクランであ

り、マーシナ帝国のマリがオリジンであると知られている。彼らは東方へ東方へ

と移動し、ガルアに到着した［Bassoroet Mohammadou 1980］。

ウォラーベクランの長、ArdoTAYROUが現在のガルアに着き、居を構えた

あたりは、現在ガルア ・ウィンデGarouaWindeと呼ばれており、それはガル

アという名前の付いた最初の場所であった。長老者はガルア ・ウィンデをガルア ・

イエロワ GarouaYelwa、つまり「母なるガルアJと呼んでいる［Bassoroet 

Mohammadou 1980］。

その後、彼らは他からの急襲に対してより効果的に守れる、鋭い練でできた背

の高いあばら屋を建築し、いくつかの小屋と井戸や家畜小屋を備え、そこは

RIBADOU (de l'arabe ribat ＝強い場所、要塞）と呼ばれるようになった

[Bassoro et Mohammadou 1980］。ArdaTAYROUによって建設されたガルア
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は、 MallumIssa の統治｜時代、発展し l つの都市とな ったが、人「｜の：~l!1~1や周辺

部族の築住によって、 植民地化以前すでに19 世紀後、1~には、 都市的機，fll を呈して

いた［Bassoroet Mohammadou 1980］。

(3) 植民地化後

上述のように、19世紀後、ドには、都市的様相を・，1：していたガルアであった

[Bassoro et Mohammadou 1980〕が、その後の植民地時代、間接統治｝j式によっ

て、カメルーン北部の仙のフルベ・イスラーム王国｜可保、利用されてきた。その

なかで、も、ガルアは特別な利用のされノjをしたといえる［嶋田： 1987,1995］。

ガルアは伝統制：を保持しながらも槌民地体制の中で、カメルーン北怖の中心部市

として利用されてきたという膝史を持つ郎市なのである。

植民地化の波と共にガルアに到着した故初の白人は、ドイツ人で、 1901年のこ

とであった｛九カメルーンは独領カメルーンとして成立したが、ドイツによって

実際に征服されて成立した植民地ではなく 、ドイ ツと英仏間の外交交渉によって

成立した［｜｜嶋田 1995］。

ドイツは、北カメルーンの植民地統治の中心地としてガ．ルアを選び、そこにド

イツ箪の駐屯地を置いた。 ドイツは、ガルア周辺のラミドや大首長と拙民地政府

の仲介者として、ガルアモ図のラミドを仇置づけた ［Bassoroet Mohammadou 

1980］。

ドイツは、北カメルーンに所在する王国のラミドや地域の大首長たちに、植民

地政府と接触するための出張所としてのモ宮をガルアに設置させた。これを機会

に、王の屋敷の周辺に、王国出身者の集住する街区が形成されるようになった。

20世紀初頭には、カルチエ・ライレを合む、 Madagalire、Demsare、Bassewore、

Bi bemire、Yelwa(Ngaound釘ere）、Mandara品、Tcheboware、Be品、Kaywangr色、

Holwarもがガルア市内に分布していた ［Bassoroet Mohammadou 1980］。

ガルアに作られた王の屋敷には、通常、 奉仕者 (lesserv i teurs）が置かれて

いた。王の不在時に手続きを行うためである。口頭伝承によれば、各国の王（ラ

ミド）や地域の大首長は通常はガルアに肘らず、それぞれの王国で必らしていた。

しかし、行政府によってガルアに召集された｜擦には、多数のお供をつれて集まっ
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たという［Bassoroet Moharnmadou 1980］。

そうした他民地統治時代の名残が、ガ‘ルアに点在する王の大きな屋敷とそのj宅

敷を中心lこ形成されたカルチエ（街区〉である。カメルーン北部に点在するフル

ベ ・ イスラーム「1~1家は軍事力を持っていたことから、 ;fflI民地支配側にとっては脅

威であった。そのため摘民地統治側はそうした王国を崩壊させるのではなく 、1JiJ

述のようにllH接統治という万法を選択した。

そして、制民地統治相｜！のドイツは、ガルアにその拠点を置き、各王国の出張所

と述絡をとった。 19111:紀後半には者g1Ii的様相を呈していた王国は、植民地主義の

至rJ米で人口が増加するとともに、より広い地域からの移住者つまりさまざまな主

国の人々の泌住する都市としての性格を持つようになったといえる。

第 1次世州大ij授のドイツの敗戦によって、独領カメルーンは英仏の信託統治制

に分割された。そして北カメルーンの大部分がフランスの信託統治領となった。

北カメルーンは経済的に利益をもたらしうる植民地ではなかったこともあり、独

領から仏領に変わっても、間抜統治政策が適用された。現在この地域の公用語が

フランス語であるのも、仏領布I~民地としての40年余りの歴史と関係している。第

2次世界大戦、独立以降、特に1980年代後半からは近隣諸国から移民の増加を主

な要因として急激な人口地加が見られる。

(4) 人口の変遷 （表 1参照）

ガルアの人口は植民地時代は非常にゆっくり増加した。 1901年（ドイツ占領下）

は約5000、19日i-p.フランスの

占領下は l万弱であった。独
表］ ガルアの人口推移

立 (1960)［直後は15000、以

下68800( 1976）→ 142000 

(1987）→ 293081 (1998) 

山
政

100000 [ Annuaire statistique du 

Cameroun 1999］、と1980年

代後半に人口は急増したと言

えよう。その要因としてガル

1987 1998 

［年］
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アで語られるのが、チャド、中央アフリカ、ナイジエリアからの移民の多さであ

るo 移民の多くは、単身者住居区もしくは家事労働 ・住み込み形態で、ガルアで

生活しているヘ

4 ガルアの現在像

ガ．ルアにおける人口は、現在、29

万3081〔AnnuaireStatistique du 

Cameroun 1999］で、経済都市で人

口100万都市のドゥ アラ、首都ヤウ

ンデに次ぐ、カメルーン第3の都市

であり、北カメルーンでは第 1の都

市となっている。

現花のガルア（図2参照）は、ガ

ルアモ凶の王宮の位置する、植民地

化以前から存在する旧市街地と、郵

便局、銀行、官公庁の位置する行政

ノマー ト、植民地化以降現花まで徐々

に形成された主な20弱の住居区、そ

して国際空港、 長距離パス発着所、

① QUARTIER REY-RE ③QUARTIER NIGERIARE 
②LAMIDAT ⑬QUMTIER LOPERE 
③ QUARTIER PLAT臥 U ⑪QUARTIERPOUMPOUMARE 

@QUARTIER YELWA ⑫QUARTIER MAROUARE 
⑤QUARTIER KATARKO ⑬QUARTIER DEMSARE 

⑥QUARTIER FOULBERE R QUARTIER KILAAROU 
⑦QUARTIER ROUMDE-ADJIA⑬QUARTIER MER 
③QUARTIER BIBEMIRE 

中央マルシェ、 コカ ・コ ーラ工場、 図2 ガルア市街地

学校、病院、町に点在するモスク等から成り立っている。

住居区はその性質からカザルアの人びとによって分類されているo

( 1) 中心 5地区

フルベ レ （1～4区まである）、ハウサ レ、 コレ レ、イ エロア、スアリを指す。

これらは、ガルア王の王宮に隣接した区であり、組民地以前から存在している部

分がほとんどであるO 5つの地区は実際、 ガルアの中でも人口集中が起きている

地区である。
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(2) 周辺部の主な 6地区

周辺部の主な地区はルンデーアッジャ、ビベミレ、ロ ペレ、ライレ、デムサレ、

パシェオレである。 (1）の中心5地区から 2,3 km東方に位置している。ルンデー

アッジャ、ライレ、デムサレは、交通網が整備されたビベミレに比べて全体的に

不均整である。

(3) ガルア最周辺の地区

さらに周辺部には、ウーロ・ウルソ、セクター・ジャンブトゥ、ウーロ ・スレ

イ、プンプムレが位置している。これらの地区はガルアの中心からかなり離れた

ところに位置する。これらには整備された道路はほとんど走っておらず、中心5

地区や官公庁街に比して都市的機相はみられず、人口密度も低めである。

(4) 住居区の概観

ガノレア市街地の住居は、1960年代までは、住居区は藁屋根を乗せた土壁の丸小

屋から成る、非常に大きな住居が優勢で大変伝統的な外観であったが、それ以降

に建設 ・再建設された屋敷群は狭い路地網に密集した、級密な骨組みのトタン屋

根のついた長方形の建物へと変わっていった。

5 おわりに

以上のように、本論ではガルアの都市形成過程を既存の分類方法によって分類

するとともに、併せて、ジハード前後、植民地化後、現在のJI慎に整理を試みた。

ガルアは現在もカメルーンにおける、重要な都市であり、市内に点在する伝統王

国出身者街区は現在でも、北カメルーン第1の都市ガルアを訪れる伝統王国出身

者の実質の受け入れ先となっている。こうした伝統王国と都市との関わりについ

て、筆者はこれまで都市居住者の視点、から既にいくつかの報告を行なった［小林

1999, 2001a, 2001b］が、今後引き続き伝統王国での調査を行い、そこから都市

の姿を捉えていくことで、都市一王国関係の現在的姿をより深く抽出できるもの

と考えている。
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j主

(1) フルベ ・イスラーム王国に関して、まず、レイ・ブーパ王国やガルアの歴史に関する口

顕伝承を収集したカメルー ンの学者エル ドリッジ ・モハ ンマドの研究が挙げられる

(Mohammadou 1979、BASSOROet MOHAMMADOU 1980）。また、王国の成立過

程（Mohammadou1979，嶋田 1984,1985, 1993）、イスラーム化（Trim.ingham1966, 

嶋田 1988）、王（日野 1984b、嶋田 1995）、政治 ・統合制度（嶋田 1982a,1984）、王国

を支える経済基盤（I嶋田 1982b）、フルベ族の民間説話（江口 1996,1997, 1998, 1999）、

フルベ ・イスラーム都市（日野1984）等、さまざまな角度から、フルベ ・イスラーム王

国に｜渇する研究がなされてきた。

(2) カメルーン北部は、以前は北部州という一つの行政区分であったが、現在では北から、

極北部州、北部州、アダマワ州に分割されている。

(3) カメルーンでは、北カメルーンに点在する伝統モ国は、フルベ語で 「主国Jを意味す

る 「ラミダJ(Lamidat）という語で呼ばれており、その首長は 「ラミドJと呼ばれる。

この呼称、のもととなっているのは「ラミードJClamiido laamiibe〔抜〕）というフノレ

ベ語表現である。

(4) 1998年11月から1999年 1月、および1999年12月から2000年 3月まで、文部省科学研究

資補助金国際学術研究「アフリカにおける伝統王国の社会変化の比較研究j プロジェク

ト（課題番号： 10041162、研究代表者：静岡大学人文学部、嶋田義仁教授）により、カ

メルーン、ガルアにおいてフィールドワークを行った。調査方法は、ガルアのレイ ・プー

パ王国出身者街区（築住地区）での住み込み調査で、インタビュー、イスラーム行事・

女性の集会への参与観察を行った。調査言語は、部族後の場合は通訳を介し、他はフラ

ンス語および英語を使用した。フルベ語は現在習得に努めている。次からの調査では使

用していきたい。

(5) ドイツが北カメルーンを支配する以前、イギリス人が商売のためにガルアまで船でべ

ヌエ川をさかのぼったことはあった ［Mohammadou1977］、植民地化を機に初めてガ

ルアに来たのはドイツである。

(6) ガルアのカルチエ ・ライレのメ イドの労働については、〔小林1999］を参照のこと。
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